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専
修
大
学
は
３
月
６
日
、

ラ
オ
ス
国
内
で
の
簿
記
教
育

の
発
展
と
普
及
に
向
け
て
、

ラ
オ
ス
商
工
会
議
所
な
ど
と

協
力
協
定
を
結
ん
だ
。

　
協
定
は
、
専
修
大
学
、
専

修
大
学
会
計
学
研
究
所
、
川

崎
商
工
会
議
所
、
ラ
オ
ス
国

立
大
学
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学

経
済
経
営
学
部
、
ラ
オ
ス
商

工
会
議
所
の
６
者
に
よ
る
も

の
で
、
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
展
開
さ
れ
る
。
本
学
は
、

会
計
学
研
究
所
が
中
心
と
な

り
ラ
オ
ス
語
に
よ
る
複
式
簿

記
の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
や
、

将
来
、
ラ
オ
ス
で
簿
記
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
支
援
を
進
め

る
。

　
オ
デ
ッ
ト
・
ス
ヴ
ァ
ン
ナ

ヴ
ォ
ン
会
頭
を
は
じ
め
と
す

る
ラ
オ
ス
商
工
会
議
所
の
訪

日
団
11
人
と
、
２
０
１
７
年

か
ら
ラ
オ
ス
で
簿
記
セ
ミ
ナ

ー
に
取
り
組
む
川
崎
商
工
会

議
所
の
山
田
長
満
会
頭
、
財

務
総
合
政
策
研
究
所
の
所
員

ら
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

佐
々
木
重
人
学
長
は
「
近

年
、
ラ
オ
ス
経
済
は
成
長
著

し
い
が
、
上
場
企
業
だ
け
で

な
く
中
小
企
業
が
伸
び
て
こ

そ
国
全
体
の
発
展
に
つ
な
が

る
。
簿
記
は
会
計
の
基
本
で

あ
り
、
企
業
の
経
営
の
指
針

が
示
さ
れ
る
複
式
簿
記
情
報

の
重
要
性
を
、
ラ
オ
ス
の
中

小
企
業
の
経
営
者
の
方
々
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
だ
。
専
修
大
学
は
、
積
極

　
東
京
都
の
２
０
１
９
年
度

予
算
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
の
佐
藤
慶
一
准
教
授

の
事
業
提
案
「
首
都
直
下
地

震
時
の
仮
設
住
宅
不
足
へ
の

対
応
準
備
」（
共
同
提
案
者

‥
大
矢
根
淳
人
間
科
学
部
教

授
、
飯
考
行
法
学
部
教
授
）

が
採
択
さ
れ
た
。２
月
18
日
、

都
庁
で
式
典
が
あ
り
、
小
池

百
合
子
都
知
事
か
ら
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
都
は
、
都
内
の
大
学
に
集

積
さ
れ
て
い
る
知
を
施
策
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
大
学
研
究
者
に
よ
る
事
業

提
案
制
度
」
を
導
入
。
１
０

９
件
の
提
案
が
あ
り
、
７
件

が
採
択
さ
れ
た
。

　
首
都
直
下
地
震
で
は
、
東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
を

上
回
り
、
最
大
約
７
２
０
万

人
の
避
難
者
、
約
92
万
戸
の

仮
住
ま
い
の
不
足
が
想
定
さ

れ
る
。
今
回
採
択
さ
れ
た
事

業
で
は
、
仮
設
住
宅
不
足
へ

の
対
応
策
を
探
る
た
め
、
２

０
１
９
年
度
か
ら
２
カ
年
か

け
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

研
究
会
な
ど
を
実
施
し
、
都

民
や
事
業
者
へ
広
く
広
報
し

た
り
、
都
へ
の
具
体
的
な
提

言
を
行
っ
た
り
す
る
。

　
採
択
を
受
け
て
佐
藤
准
教

授
は
「
事
業
を
通
じ
て
、
被

災
経
験
者
や
専
門
家
、
都
民

や
関
係
者
の
声
を
広
く
集
め

な
が
ら
、
住
民
本
位
の
対
応

策
を
組
み
立
て
て
、
実
際
の

取
り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
た
。

首都直下地震対応準備
佐藤准教授の事業提案
東京都が採択

小
池
知
事
（
左
）
か
ら
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
佐
藤
准
教
授

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
13
号

川
上
ゼ
ミ
発
行

　
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学

科
の
川
上
隆
志
ゼ
ミ
が
制
作

し
た
雑
誌
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
13

号
が
こ
の
ほ
ど
発
行
さ
れ
た

写
真
。
年
１
回
発
行
。
企

ラ
オ
ス
で
簿
記
の
普
及
を

商
工
会
議
所
な
ど
と
協
力
協
定

学
」
。
国
際
交
流
会
館
に
滞

在
す
る
世
界
各
国
の
留
学
生

た
ち
が
あ
い
さ
つ
す
る
姿
を

集
め
た
。

　
佐
川
さ
ん
は
「
多
摩
区
が

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
場
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
た
」
と
話
し
た
。

　
留
学
生
と
交
流
す
る
サ
ー

ク
ル
に
所
属
し
、
国
際
交
流

会
館
を
よ
く
訪
れ
る
と
い
う

鈴
木
さ
ん
は
「
み
ん
な
い
い

表
情
を
出
し
て
く
れ
た
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
個
人
賞
入
賞

者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

▽
川
崎
市
多
摩
区
長
優
秀
賞

丹
後
佑
茉
▽
専
修
大
学
広

報
課
優
秀
賞

岸
淵
汐
里
▽

同
課
特
別
奨
励
賞

津
田
拓

将
▽
専
修
大
学
入
学
セ
ン
タ

ー
優
秀
賞

平
嶺
航
▽
教
員

特
別
奨
励
賞

太
田
晴
瑠
／

小
沼
拓
海
／
塚
本
美
雨

　
グ
ル
ー
プ
作
品
は
、
か
わ

さ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
登

録
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
Ｐ
Ｒ
す

る
。
映
像
作
品
の
ほ
か
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

も
制
作
。
当
日
の
成
果
発
表

会
の
ほ
か
、
市
民
活
動
フ
ェ

ア
な
ど
で
展
示
や
発
表
を
行

っ
た
。

　
商
学
部
・
石
川
和
男
ゼ
ミ

（
専
門
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
）
は
、
新
潟
県
佐
渡
市
松

ケ
崎
・
岩
首
地
区
の
活
性
化

策
を
ま
と
め
、
３
月
20
日
、

新
潟
県
庁
で
最
終
報
告
を
行

っ
た
。

　
石
川
ゼ
ミ
は
新
潟
県
の
２

０
１
８
年
度
「
大
学
生
の
力

を
活
か
し
た
集
落
活
性
化
事

業
」
に
応
募
。
県
か
ら
受
託

し
、
同
地
区
の
地
域
資
源
や

空
き
家
を
活
用
し
た
子
育
て

世
代
の
移
住
促
進
に
向
け
た

対
策
の
検
討
を
進
め
て
き

た
。

　
３
年
次
生
８
人
が
昨
年
７

月
後
半
か
ら
交
代
で
同
地
区

に
滞
在
し
、
現
地
で
の
聞
き

取
り
や
現
状
調
査
を
行
っ

た
。

　
ゼ
ミ
生
が
着
目
し
た
の
は

「
農
山
村
留
学
」。
小
中
学

生
が
親
元
を
離
れ
、
地
域
の

学
校
に
通
う
制
度
で
全
国
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
同
地
区
は
少
子
化
が
進

み
、
本
年
度
は
保
育
園
児
・

小
学
校
児
童
・
中
学
校
生
徒

合
わ
せ
て
25
人
。
地
域
活
性

化
に
は
子
ど
も
と
、
子
育
て

世
代
の
増
加
が
不
可
欠
と
考

え
た
。

　
最
初
に
「
松
ケ
崎
留
学
」

と
し
て
、
希
望
す
る
地
区
外

の
小
中
学
生
が
１
年
間
過
ご

す
。
そ
の
後
、
子
ど
も
の
保

護
者
に
「
お
試
し
居
住
」
を

提
案
し
、
本
格
的
な
移
住
計

画
を
立
て
る
、
と
い
う
案
を

示
し
た
。
移
住
に
当
た
っ
て

働
く
場
や
住
環
境
支
援
の
た

め
、
就
農
促
進
や
空
き
家
活

用
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
石

川
杏
莉
さ
ん
は
「
地
域
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
人
々
が

温
か
く
、
地
域
全
体
が
家
族

の
よ
う
に
感
じ
た
」
と
語

り
、
こ
の
温
か
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
た
い
と
感
じ

た
。
実
現
可
能
な
も
の
に
す

る
た
め
、
来
年
度
は
２
年
次

生
が
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
ゼ
ミ
長
の
山
本
晏
史
さ
ん

は
「
実
現
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
が
、
ま
ず
は
交
流
人
口

を
増
や
し
、
活
性
化
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
」

と
語
る
。

　
活
動
の
中
で
、
地
域
の
伝

統
行
事
に
参
加
し
た
り
、
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
し
た

ゼ
ミ
生
は
、
地
域
活
性
化
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
実
森

育
未
さ
ん
は
「
視
野
が
大
き

く
広
が
っ
た
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
（
都
市
か
ら
地
方
に

一
定
期
間
移
り
住
み
、
ま
ち

お
こ
し
な
ど
に
取
り
組
む
国

の
制
度
）
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

商
・
石
川
ゼ
ミ 

「
留
学
」「
移
住
」を
提
言

佐
渡
市
２
地
区
の
活
性
化
策

的
に
支
援
し
て
い
く
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
オ
デ
ッ
ト
会
頭
は
「
ラ
オ

ス
国
内
の
中
小
企
業
は
、
全

体
の
99
％
に
達
し
、
経
済
界

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
会

計
の
記
録
の
仕
方
な
ど
、
複

式
簿
記
の
知
識
は
必
要
だ
。

専
修
大
学
の
協
力
は
あ
り
が

た
く
思
う
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
た
。

　
ラ
オ
ス
と
川
崎
の
両
商
工

会
議
所
は
、
経
済
協
力
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
交
流
を
深

め
て
き
た
。
山
田
会
頭
は

「
ラ
オ
ス
の
経
済
成
長
に
、

専
修
大
学
と
と
も
に
全
力
を

挙
げ
て
支
援
し
て
い
き
た

い
。
ラ
オ
ス
の
簿
記
の
普
及

は
３
年
後
、
５
年
後
の
経
済

成
長
に
大
き
く
貢
献
す
る
だ

ろ
う
」
と
語
っ
た
。

　
調
印
式
終
了
後
、
今
後
の

交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
会
計
学
研
究
所

の
国
田
清
志
商
学
部
教
授
ら

が
本
学
学
生
を
対
象
と
し
た

日
商
簿
記
検
定
試
験
実
施
の

様
子
を
説
明
し
た
あ
と
、
ラ

協
定
書
を
手
に
握
手
を
交
わ
す

佐
々
木
学
長
（
中
央
）
と
オ
デ

ッ
ト
会
頭
。
右
は
山
田
会
頭

画
、
取
材
、
編
集
、
デ
ザ
イ

ン
ま
で
の
す
べ
て
を
ゼ
ミ
生

の
手
で
行
う
。

　
テ
ー
マ
は
『
あ
ら
た
』。

「
新
し
い
モ
ノ
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
『
新
』。
改
め
て

見
て
み
よ
う
、
考
え
て
み
よ

う
と
い
う
企
画
が
詰
ま
っ
た

『
改
』。
一
連
の
流
れ
を
旅

に
当
て
は
め
て
展
開
し
た
」

と
編
集
長
の
三
﨑
友
也
さ
ん

（
３
年
次
）
は
語
る
。

　
特
集
「
自
分
の
可
能
性
」

で
は
、
他
人
か
ら
奢お

ご

っ
て
も

ら
う
こ
と
で
生
活
し
て
い
る

プ
ロ
奢
ラ
レ
ヤ
ー
さ
ん
、
元

編
集
者
で
著
述
家
の
山
口
ミ

ル
コ
さ
ん
（
昭
63
文
）
ら
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
大
手
出
版

社
４
社
の
若
手
社
員
座
談
会

な
ど
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
※
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
13
号

を
希
望
の
方
はshow.edit

or13 @gmail.com

ま
で
。

24
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
個
人
で
制
作
し
た

多
摩
区
19
・
専
修
大
学
25
の

計
44
作
品
、
グ
ル
ー
プ
９
作

品
が
披
露
さ
れ
、
個
人
の
中

か
ら
優
秀
作
品
９
点
が
発
表

さ
れ
た
。
審
査
を
担
当
し
た

の
は
川
崎
市
多
摩
区
と
、
専

修
大
学
広
報
課
、
入
学
セ
ン

タ
ー
、
担
当
教
員
の
藤
原
正

仁
准
教
授
、
渡
部
健
司
特
任

教
授
、
藤
咲
淳
一
非
常
勤
講

師
。

　
川
崎
市
多
摩
区
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
の
は
佐
川
友
香
さ

ん
の「
親
子
で
生
田
緑
地
」。

自
然
豊
か
な
多
摩
区
を
子
ど

も
の
表
情
と
と
も
に
親
し
み

や
す
く
描
い
た
。

　
専
修
大
学
広
報
課
最
優

秀
賞
は
鈴
木
莉
野
さ
ん
の

「
世
界
が
、
広
が
る
専
修
大

オ
ス
語
の
テ
キ
ス
ト
作
成
の

進
め
方
や
ラ
オ
ス
で
の
検
定

試
験
の
実
施
に
つ
い
て
論
議

さ
れ
た
。

ュ
ー
ス
）」
の
成
果
発
表
会

と
優
秀
作
品
表
彰
式
が
１
月

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

２
年
次
生
が
川
崎
市
多
摩
区

や
専
修
大
学
の
魅
力
を
Ｃ
Ｍ

映
像
と
し
て
制
作
す
る
「
応

用
演
習
（
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ

賞
状
を
手
に
笑
顔
の
優
秀
賞
の

９
人

多摩区と専大の魅力 ＣＭ映像で表現
成果発表会 優秀作品９点を表彰

ネット情報・応用演習
松
ケ
崎
小
中
学
校
文
化
祭
で
、

地
元
住
民
に
向
け
ア
イ
デ
ア
を

披
露
す
る
石
川
ゼ
ミ
生

２
０

１
８
年
11
月
4
日


